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令和５年度第１回逗子市文化振興基本計画調査・評価委員会 議事概要 

 

■開催日時：2023年（令和５年）７月７日（金）９時 57分～11時 00分 

■開催場所：市役所５階第４会議室 

■出席委員：伊藤裕夫委員、富岡幸一郎副委員、山﨑稔惠委員、奥野花代子委員 

■欠席委員：なし 

■事務局 ：文化スポーツ課 香山課長、城田係長、西主事、浅川主事 

■会議の公開・非公開：公開  

■傍聴者数：０名  

■議題  ：１ 令和４年度事業に関する評価の対象、方法について 

２ 令和５年度事業について 

３ その他 

①【総合計画の個別計画の評価について】 

②【逗子市教育委員会点検・評価に関する報告書について】 

■資料  ： 

【事前送付資料】 

資料１ 令和４年度評価報告書（案）（一部抜粋） 

資料２ 令和３年度評価報告書 

 

【当日配付資料】 

次第 

名簿 

逗子市文化振興基本計画調査・評価委員会規則 

資料３ 今後の予定について 

資料４ 令和４年度事業実績額及び令和５年度事業予算額 

資料５ 令和５年度事業について 

資料６－１ 個別計画進行管理総括表-１ 

資料６－２ 評価ランクの基準 

資料６－３ 個別計画進行管理総括表-２ 

参考資料１ 逗子アートフェスティバル 2022事業報告書、パンフレット 

参考資料２ 令和４年度（令和３年度対象）逗子市教育委員会 点検・評価に関する報告書 

■内容 

１ 開 会 

定数確認 

資料の確認 

 

２ 議 事 

１ 令和４年度事業に関する評価の対象、方法について 

 令和４年度事業の報告書の様式や評価についてご協議いただきたい。また、報告書に記載した令和４

年度事業の内容についてご質問等あればお伺いする。 

 



 

 ２ 

【資料１】 

P４ 

（１）①…【ホール自主文化事業】の取組みが主である。 

アート便については、体育館等広い会場で行う等コロナ対策を講じ、開催可能な３メニュー（落語、

和太鼓、太神楽）を提供した。市立小中学校全校及び市立保育園で開催することができた。 

（１）②…【逗子アートフェスティバル 2022の開催】【市民による文化事業の後援、協力】【文化に関す

る講座の実施】を記載した。 

【逗子アートフェスティバル 2022の開催】 

10/8～25で開催、全 23企画、9,234人（連携企画除く）が参加した。 

前年同様、逗子アートネットワークは広報チームの活動が充実した。また、大学生等若い世代の参

加が見られ、SNS等での発信の効果が見えた。 

 

P５ 

（１）②…【市民による文化事業の後援、協力】【文化に関する講座の実施】は、実施可能なものから再

開しており、いずれも前年の実績を上回っている。特に、社会教育課所管の講座が再開したため、

前年と比べると多くの事業を実施することができた。 

 

■委員の確認 

各講座で、アンケートを取得していたら、参考に知りたい。特に、講座の開催をどのような手

段で認知したのかを知りたい。 

■事務局の回答 

後日提供する 

 

P６ 

（１）③…【ZAF2022 自由企画、ボランティア活動】を記載した。前年度に引き続き自由企画を公募し、

10企画が参加した。 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響…中止した事業や、事業の変更内容等を記載した。 

 

■委員の確認 

「ZAF2022 は、2021 年と同様に開催に当たって積極的にオンラインを活用したが、インターネ

ットや SNS を利用しない人（特に高齢者）に向けた広報や企画が少なかった。」と記載があるが、

コロナは 2020 年から蔓延しているので、2021 年と同様ではなく、2020 年と同様が正しいのでは

ないか。 

■事務局の回答 

 そのとおりに修正する。 

 

P７ 

（２）①…【ホール自主文化事業】の取組みが主である。 

（２）②…【ZAF2022開催を目的とした、逗子アートネットワークの活動】を記載した。 

逗子アートネットワークは共同代表制とし、３名が代表を担った。新たなメンバーも募集した。ま

た、ワークショップやミーティング、広報等の手段として、オンラインを積極的に活用した。 



 

 ３ 

 

P８ 

（２）③…【ZAFの継続、ZANの新規のメンバーの新規募集】と、トモイクフェスティバルについて記載

している。 

※新型コロナウイルス感染症の影響…中止した事業や、事業の変更内容等を記載した。 

 

■委員の確認 

ZANのメンバー構成を知りたい。 

■事務局の回答 

 明確なデータはないが、主に活動しているメンバーでは、大体市内７：市外３の参加である。 

横浜市立大学の学生の参加が多い 

 

P９ 

 （３）①…【ホールによる鑑賞事業の拡充】を記載している。 

 （３）②…【ホール自主文化事業】【ZAF2022】について記載している。 

 

P10 

 （３）③…【ホール自主文化事業】を記載している。 

 ※これらの事業への新型コロナウイルス感染症の影響は特になかった。 

 

■委員の確認 

ホールの文化事業についても、アンケートで好評とある。どのように市民に受け止められてい

るか知りたいのでアンケートを提供いただきたい。 

■事務局の回答 

後日対応する。 

 

P11 

（４）①…旧脇村邸の活用及び、地域の文化財について記載している。 

 （４）②…【自然の回廊プロジェクト推進事業（経済観光課）】【逗子フィルムコミッション（経済観

光課）】について記載した。 

 

■委員の確認 

コロナも落ち着いたとのことで逗子フィルムコミッションの受問い合わせがかなり増えている

と伺った。市の直営か、それとも外部に委託しているのか。 

■事務局の回答 

逗子市の経済観光課が担当している。 

 

P11-12 

（４）③…【（（２）②再掲）逗子アートフェスティバル 2022開催を目的とした、逗子アートネットワー

クの活動】と【ホール】の事業内容を記載した。 

ZAF2022の開催に当たっては、市やホール指定管理者からの財政的支援はなかったが、ホールは会



 

 ４ 

場提供や連携事業を行う等して協力した。 

※新型コロナウイルス感染症の影響…中止した事業や、事業の変更内容等を記載した。 

 

P14-15 

（５）①…【ホール】による情報発信と【市ホームページのリニューアル】を記載した。 

  今年度から市ホームページがリニューアルし、レイアウト変更をはじめ、情報の分類方法の見直し、

ウェブアクセシビリティへの配慮、広報ずしとの連携を行っている。 

 

P15 

（５）②…【情報ネットワーク】【市民による文化事業への後援、協力】を記載している。 

（５）③…【逗子フォト事業】について記載している。 

※新型コロナウイルス感染症の影響…中止した事業や、事業の変更内容等を記載した。 

 

P17 

（６）①…【ホール】と旧郷土資料館の活用、地域の文化財等について記載している。 

（６）②…ホールの維持管理にかかる内容を記載した。予算を拡充し、市の公共施設整備計画に基づい

て計画的に整備工事等を行っている。その他、ホール利用者の利便性向上のための維持管理業務を

適宜行っている。 

（６）③…ホールの取組みについて記載した。③については、近隣市町との連携は調整ができなかった

が、共催事業の実施等で、市民の文化活動の拠点となった。 

 

■スケジュールについて 

自己評価まで記載して整えた評価シート（案）を作成して送付するので、「委員会の評価」に記

載するための皆様のご意見を事務局に提出をお願いする。こちらについては、８/18（金）までに

ご提出をお願いしたい。事務局は次回会議までに、委員の皆さんの意見のまとめ（案）を作り、

事前送付する。 

 

 

２ 令和５年度事業について 

資料４は、文化振興事業における、市の令和４年度実績額及び令和５年度予算額を記載している。 

１①  ホールの令和５年度指定管理料は、光熱水費増額を考慮した予算額となっている。 

令和４年度については、物価等の高騰の影響による光熱水費増額分（直営分（市立図書館、逗子

小学校分））6,731,847円を補正して支払った。 

１②  令和４年度は、財源となる国の交付金の関係で、直営分以外（ホール、市民交流センター）の

光熱水費増額分について、指定管理者に物価高騰対策支援金として 18,452,839円交付した。 

２   ホール整備事業は、公共施設整備計画に基づき、工事 10件を予定している。 

３   文化活動振興事業は、ZAF2023をトリエンナーレとして開催するため、市が実行委員会に負担金

を交付している。市一般財源 3,000,000 円、文化庁文化芸術創造拠点形成事業補助金 4,615,000



 

 ５ 

円の計 7,615,000円が負担金となる。 

■委員の確認 

逗子アーカイブスについて、実際に実現している事業はあるのか。 

■事務局の回答 

逗子フォトがそれに相当する。文化振興基本計画の改定に向けた検討の中で、実現可能な事業

を載せるべきという意見もあり、逗子アーカイブスの記載を残すかどうかも検討している。 

 

 

３ その他 

①【総合計画の個別計画の評価について】 

・資料６-１「個別計画進行管理総括表-1」について、前期実施計画の計画期間が終了するため、本委

員会として評価を提出する。 

・資料６-３「個別計画進行管理総括表-2」は、毎年策定・推進会議で内容を検討しており、今年度確

定した内容である。 

・これらを参考に、資料６-１の太枠箇所についてご意見をいただきたい。 

個別計画の評価１（①＋②の評価）「審議会・懇話会等の総括意見」「審議会等が妥当と考える評価区分」 

②目標【2022年度】に対する評価「審議会等が妥当と考える評価区分」 

なお、評価にあたっては、資料６-２「評価ランクの基準」を参考にお願いする。 

・７/21（金）まで所管課に提出のため、メール等で７/14（金）までにご意見をいただきたい。 

・内容確定については、委員長の一任とさせていただきたい。 

 

■委員の確認 

評価は、数値目標に対してどれだけ達成できたかで判断するような作りになっている。コロナ

の影響で様々な規制により、参加者が伸び悩んだ事業もある。設定した数値目標どおりに評価す

るのであれば、未達という評価になってしまう。様々な規制がある中でこれだけ多くの事業を実

施できたことを評価したい。 

 

②【逗子市教育委員会点検・評価に関する報告書について】 

・「逗子市教育委員会点検・評価に関する報告書」について、毎年度教育委員会が作成しているが、こ

の点検・評価は本委員会が行うことになっている。参考資料２は、昨年度作成したものである。 

・昨年度同様、評価報告書の意見を基に事務局で内容をまとめるので、そこにご意見いただきたい。

報告の期限が８/10（木）なので、それより前に資料を送付し、内容についてメール等でご意見をい

ただく。 

・内容確定については、委員長の一任とさせていただきたい。 

 

 

３ 閉 会 


